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企
業
行
動
、
実
物
経
済
と
マ
ネ
ー
経
済
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

当
面
は
円
安
が
確
実
で
あ
っ
て
も
、
企
業
は
生
産
設

備
の
投
資
後
に
円
高
に
な
っ
た
場
合
の
リ
ス
ク
を
考
え

る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
極
端

な
資
金
調
達
の
難
し
さ
、
流
動
性
危
機
の
経
験
が
恐
怖

と
し
て
企
業
に
残
っ
た
。
だ
か
ら
、
ボ
ー
ナ
ス
を
増
額

し
て
も
、
ベ
ア
に
は
及
び
腰
に
な
る
の
だ
。

　

こ
う
し
た
現
状
の
な
か
、
さ
さ
や
か
れ
始
め
た
の
が

金
融
緩
和
の
終
了
後
の
影
響
だ
。
最
も
懸
念
さ
れ
る
の

は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
三
本
目
の
矢
で
あ
る
成
長
力
強
化

と
財
政
健
全
化
が
進
ま
な
い
う
ち
に
、
二
％
の
イ
ン
フ

レ
目
標
だ
け
が
達
成
さ
れ
、
日
銀
の
国
債
買
い
入
れ
終

了
と
な
っ
た
と
き
に
予
想
さ
れ
る
長
期
金
利
の
上
昇
だ
。

　

現
在
、
日
銀
が
保
有
す
る
長
期
国
債
利
回
り
は
〇
・

五
％
。
イ
ン
フ
レ
目
標
二
％
を
達
成
し
て
、
長
期
金
利

が
仮
に
二
〜
三
％
に
上
昇
し
た
場
合
、
二
八
〇
兆
円
に

達
し
よ
う
と
す
る
長
期
国
債
に
評
価
損
が
発
生
す
る
。

仮
に
評
価
損
を
計
上
せ
ず
、
黒
田
日
銀
総
裁
が
国
会
答

弁
で
「
付
利
引
き
上
げ
は
出
口
の
一
つ
の
手
段
」
と
言

及
し
た
出
口
戦
略
を
日
銀
が
選
択
し
て
も
、
付
利
（
日

銀
に
強
制
的
に
預
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
預
金
準
備

金
・
率
の
超
過
分
に
つ
く
金
利
）
を
引
き
上
げ
れ
ば
、

国
債
利
回
り

│
当
座
預
金
金
利
の
逆
ざ
や
分
の
赤

字
が
発
生
す
る
。

　

も
う
一
つ
想
定
さ
れ
る
の
が
、
預
金
準
備
金
・
率
自

体
の
引
き
上
げ
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
銀
が
金

る
こ
と
で
、
企
業
の
設
備
投
資
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
、

い
わ
ば
政
府
の
意
図
と
正
反
対
の
こ
と
が
起
き
る
と
い

う
金
融
用
語
だ
。

　

公
共
投
資
の
抑
制
を
誘
導
し
よ
う
と
し
て
、
ク
ラ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
論
を
持
ち
出
す
か
ら
分
か
り
に
く

く
な
っ
た
の
だ
が
、
ク
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
の
本

質
は
実
に
興
味
深
い
。

　

な
ぜ
な
ら
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
一
本
目
の
矢
で
あ
る

日
銀
の
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
の
出
口
、
つ
ま
り
消
費

者
物
価
上
昇
率
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
が
実
現
し
た
あ

と
、
当
時
、
指
摘
さ
れ
た
ク
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト

と
指
摘
さ
れ
た
の
と
は
異
な
り
、
い
わ
ば
本
物
の
ク
ラ

ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
の
懸
念
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

日
銀
の
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
の
柱
は
、
①
長
期
国

債
な
ど
の
金
融
資
産
の
大
量
購
入
②
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー

ス
（
銀
行
券
＋
日
銀
当
座
預
金
）
を
年
間
六
〇
〜
七 

〇
兆
円
の
ペ
ー
ス
で
増
や
す
こ
と

│
に
よ
っ
て
、
二

％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
を
実
現
す
る
と
い
う
も
の
。
昨
年

融
機
関
か
ら
資
金
を
集
め
な
が
ら
金
利
が
上
昇
し
た
国

債
を
運
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
低
利
国

債
の
損
失
を
補
う
一
方
で
、
金
融
機
関
の
融
資
余
力
は

確
実
に
減
退
す
る
。
イ
ン
フ
レ
抑
止
が
出
口
戦
略
だ
か

ら
だ
。

　

実
は
、
企
業
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
調
達

金
利
の
行
方
以
上
に
、
大
き
な
リ
ス
ク
が
日
銀
の
出
口

戦
略
に
あ
る
。
国
債
残
高
が
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割

合
が
二
〇
〇
％
を
超
え
る
日
本
が
、
金
利
上
昇
に
直
面

し
た
ら
財
政
は
耐
え
ら
れ
る
か
と
い
う
不
安
だ
。

　

問
題
は
、
毎
年
一
兆
円
ず
つ
増
加
を
続
け
る
社
会
保

障
費
を
捻
出
す
る
た
め
の
赤
字
国
債
発
行
で
あ
る
。
赤

字
国
債
の
六
分
の
一
程
度
の
建
設
国
債
の
比
で
は
な
い
。

　

本
来
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
昨
年
秋
の
公
共
投
資
と
民

間
建
設
投
資
の
関
係
と
い
う
矮
小
化
し
た
ク
ラ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
で
は
な
い
。
出
口
戦
略
を
一
歩
間
違
え

れ
ば
、
大
胆
な
金
融
緩
和
が
、
成
長
力
が
強
化
さ
れ
な

い
ま
ま
に
金
融
機
関
の
財
務
体
質
を
悪
化
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、
企
業
の
資
金
調
達
環
境
や
財
政
そ
の
も
の
に

も
悪
影
響
を
与
え
る
と
い
う
本
物
の
ク
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
ア
ウ
ト
を
招
き
か
ね
な
い
の
だ
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
建
設
産
業
界
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
特
に
上
場
企
業
が
投
資
家
か
ら
問
わ
れ

る
、
利
益
を
貯
め
込
ま
ず
資
本
を
効
率
的
に
活
用
し
配

本
物
の
ク
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト

十
月
に
は
、
原
油
安
に
伴
う
物
価
上
昇
の
遅
れ
懸
念
か

ら
追
加
緩
和
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
毎
月
の

長
期
国
債
購
入
額
は
七
兆
円
か
ら
一
〇
兆
円
ま
で
拡
大
。

マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
残
高
も
三
〇
〇
兆
円
を
突
破
し
た
。

　

こ
の
間
の
消
費
増
税
に
よ
る
影
響
と
価
格
変
動
の
大

き
い
も
の
を
除
い
た
消
費
者
物
価
指
数
は
、
二
年
近
く

プ
ラ
ス
圏
で
推
移
し
、「
物
価
の
持
続
的
な
下
落
」
と
い

う
意
味
で
の
デ
フ
レ
か
ら
は
脱
却
し
た
。
さ
ら
に
大
幅

な
円
安
と
日
銀
の
金
融
緩
和
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
の

融
資
余
力
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
国
内
の
設
備
投
資

も
増
加
し
、
高
成
長
に
転
換
す
る
は
ず
だ
っ
た
。

　

デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
て
も
成
長
率
は
高
ま
ら
な
い
、

円
安
で
も
輸
出
が
ほ
と
ん
ど
伸
び
な
い
と
い
う
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
大
き
な
誤
算
は
、
株
高
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
期
待
先
行
で
反
応
す
る
金
融
市
場
と
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
苦
い
経
験
か
ら
期
待
だ
け
で
反
応
し
な
い

金
利
上
昇
に
ど
う
耐
え
て
い
く
の
か

当
性
向
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
の
を
良
し

と
す
る
ト
レ
ン
ド
に
乗
る
こ
と
が
、
企
業
判
断
と
し
て

正
し
い
か
ど
う
か
だ
。

　

金
融
市
場
に
は
、
経
済
学
者
ケ
イ
ン
ズ
の
「
美
人
投

票
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
投
票
者
（
投
資
家
）
は
本

当
に
美
人
（
良
い
企
業
）
だ
と
自
ら
判
断
し
て
投
票
す

る
の
で
は
な
く
、
一
般
的
に
美
人
で
あ
る
と
選
ば
れ
そ

う
な
女
性
に
投
票
す
る
と
い
う
の
だ
。
こ
の
た
と
え
話

は
、
企
業
は
確
固
た
る
判
断
を
す
る
の
で
は
な
く
、
横

並
び
を
意
識
し
が
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

二
つ
目
は
、
有
効
求
人
倍
率
が
二
〇
年
以
上
ぶ
り
に

一
・
一
台
ま
で
上
昇
（
五
月
は
一
・
一
九
）、
失
業
率
も
三

％
台
前
半
ま
で
低
下
、
雇
用
環
境
が
改
善
し
た
こ
と
で
、

財
政
出
動
に
よ
る
景
気
刺
激
の
意
味
と
根
拠
を
失
い
つ

つ
あ
る
こ
と
だ
。

　

デ
フ
レ
か
ら
脱
却
、
イ
ン
フ
レ
目
標
値
を
達
成
し
、

完
全
雇
用
に
近
づ
い
た
こ
と
で
、
景
気
を
刺
激
し
民
需

を
喚
起
す
る
た
め
公
共
投
資
拡
大
を
求
め
て
い
く
こ
と

は
、
今
後
難
し
い
局
面
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
公
共
投
資
の
フ
ロ
ー
効
果
だ
け
で
な

く
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
側
面
か
ら
、
そ
の
必
要
性
を
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
重
要

に
な
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
銀
の
出
口
戦
略
、
金
融
緩
和

の
終
わ
り
は
必
ず
到
来
す
る
。
そ
の
と
き
起
き
る
可
能

性
が
あ
る
リ
ス
ク
を
建
設
産
業
界
も
極
力
回
避
す
る
た

め
、
備
え
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

「
美
人
投
票
」に
負
け
る
な
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麦 

一
粒

ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
」
と
い
う
耳
慣
れ
な
い

言
葉
が
建
設
産
業
界
を
駆
け
め
ぐ
っ
た
の
は
、

昨
年
秋
だ
っ
た
。
安
倍
首
相
が
議
長
を
務
め
る
経
済
財

政
諮
問
会
議
で
、
政
府
支
出
拡
大
が
民
間
需
要
を
圧
迫

す
る
ク
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
懸
念
が
民
間
議
員
か
ら

指
摘
さ
れ
た
。
民
間
議
員
の
指
摘
は
「
公
共
投
資
の
過

度
な
拡
大
は
」
と
い
う
前
提
付
き
で
、
公
共
投
資
の
増

加
が
民
間
建
設
投
資
を
圧
迫
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
建
設
産
業
界
は
、
民
間
建
設
投

資
の
大
半
で
あ
る
建
築
と
公
共
投
資
の
中
心
で
あ
る
土

木
は
、
施
工
を
担
う
供
給
網
が
違
う
こ
と
の
ほ
か
、
建

築
工
事
が
進
ま
な
い
本
質
は
「
低
価
格
」
に
あ
る
こ
と

を
理
由
に
反
論
。
太
田
国
土
交
通
大
臣
も
国
会
答
弁
で

ク
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
論
を
明
確
に
否
定
し
た
。

　

そ
も
そ
も
ク
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
と
は
、
政
府

が
国
債
の
大
量
発
行
を
す
る
こ
と
で
金
利
が
上
昇
（
国

債
価
格
は
下
落
）
す
る
こ
と
に
連
動
し
て
、
企
業
が
金

融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
た
め
の
市
中
金
利
が
上
昇
す

ク
大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く


